
◦秋のおはなし会 ※定員予約制

　楽しいおはなしや絵本の読み聞かせなど、いろどり
豊かな秋のおはなし会です。工作のお土産もあります
ので、ぜひご参加ください。
日時　10月22日（土） 午後2時～
対象　幼児〜小学生
定員　10名
場所　図書館・視聴覚室
申込　10月１日（土） 午前10時〜

◦ボランティアのための読み聞かせ講座 ※定員予約制

　山梨県立図書館子ども読書支援センターの小林和美
さんによる、絵本の読み聞かせの基本講座です。
日時　　11月8日（火） 午後２時～
対象　　読み聞かせボランティアをやってみたい方
　　　　絵本の読み聞かせに関わりのある方など
定員　　15名
場所　　図書館・視聴覚室
持ち物　絵本1冊（3〜4分ほどで読みきれる作品）
申込　　10月12日（水） 午前10時～

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.173

※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

※10月の粗大ごみの日は、10月24日（月）になります。当日の朝6時30分～ 8時30分の間に、昭和町総合体育館駐車場へ出してください。
そのごみ、本当に粗大ごみ？粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出してください。

　
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
を
お
持
ち
の
方
で
、
具
体
的
な
農
地
転
用
に
係
る

事
業
計
画
が
あ
る
方
の
、「
農
振
農
用
地
区
域
除
外
申
出
書
」
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
除
外
に
は
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
除
外
要
件
を
全

て
満
た
す
必
要
が
あ
り
、
申
出
書
の
提
出
が
あ
っ
て
も
除
外
に
な
ら
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
環
境
経
済
課 

農
政
振
興
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　
　
11
月
1
日
（
火
）
～
30
日
（
水
）

○
受
付
場
所　
　
昭
和
町
役
場 

環
境
経
済
課 

農
政
振
興
係
（
役
場
２
階
）

○
問
い
合
わ
せ　
環
境
経
済
課 

農
政
振
興
係
（
☎
2
7
5-

8
3
5
5
）

　
農
地
法
に
基
づ
き
、
農
業
委
員
会
が
農
地
所
有
者
に
対
し
て
、
農
地
中
間
管
理

機
構
と
協
議
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
し
た
農
業
振
興
地
域
内
の
遊
休
農
地
を
対
象
に
、

固
定
資
産
税
の
課
税
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
協
議
の
勧
告
が
行
わ
れ
る
の
は
、
機
構
へ
の
貸
付
け
の
意
思
を
表
明
せ
ず
、

自
ら
耕
作
の
再
開
も
行
わ
な
い
等
、
遊
休
農
地
を
放
置
し
て
い
る
場
合
に
限
定
さ

れ
ま
す
。 

○
課
税
強
化　
　
農
地
の
評
価
額
が
1.8
倍
に
な
り
ま
す
。

○
実
施
時
期　
　
令
和
4
年
1
月
1
日
時
点
で
、
勧
告
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合

○
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
2
7
5-

8
3
5
5
）

農
作
業
は
安
全
第
一 
に
！

10
月
１
日
は
、 

浄
化
槽
の
日
で
す
！

◦ギターの調べ
   クラシックギターの音色を聴き
ながら、館内で癒やしのひとときを
お楽しみください。
日時　10月8日（土） 午前10時〜
場所　図書館・児童コーナー
演奏　山上 浩幸氏

◦0,1,2歳児のおはなし会
  絵本、わらべうたなどをお楽しみ
ください。※定員予約制
日時　10月20日（木） 午前11時〜
対象　0,1,2歳児とその保護者
定員　２組
場所　図書館・幼児コーナー
申込　10月１日（土） 午前10時〜

◦おはなし会 ※定員予約制

  おはなし、手遊び、絵本などをお
楽しみください。
日時　11月5日（土） 午前11時〜
対象　幼児〜小学校低学年
定員　２組
場所　図書館・幼児コーナー
申込　10月2日（日） 午前10時〜

 図書館だより
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『きのこレストラン』 『博物館の少女』 『地方病を語り継ごう』

新開 孝／文・写真
ポプラ社

富安 陽子／著
偕成社

昭和町風土伝承館　杉浦醫院／編
　　　　　　　　 昭和町教育委員会

　きのこが姿をあらわすと、いろ
んな生き物が集まります！きのこ
レストランにはいったいどんなお
客さんがあらわれるのでしょう
か。
　きのこを食べる虫たちを紹介す
る写真絵本です。

　文明開化の東京にやってきた大
阪の古物商の娘「花岡イカル」。ひょ
んなことから博物館の古倉で怪異
の研究をしている老人の手伝いを
することに !?
　日本に誕生して間もない博物館
が舞台のドキドキワクワクのミス
テリーです。

　県内で流行した地方病「日本住血
吸虫症」の終息宣言から 25 周年を
記念して作られた体験記です。
　患者によるエピソードのほか、撲
滅に向けた取り組み、撲滅に伴い姿
を消したホタルにまつわる思い出な
どをまとめています。貴重な記録を
ぜひこの機会に読んでください。

◦10月の休館日
3日(月)、9日(日)、

10日(月・祝日)、17日(月)、
24日(月)、28日(金・月末整
理日)、31日(月)

イベントのお知らせ

今月のおすすめ本

※事前に申し込みが必要です。電話か図書館カウンターにて承ります。
※コロナウイルス感染症の拡大状況によっては中止になる場合があります。農

振
農
用
地
区
域
除
外
申
出
書
の
受
付

遊
休
農
地
の
固
定
資
産
税
課
税
強
化
に
つ
い
て

　
　
県
内
で
は
農
作
業
中
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。と

く
に
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
事
故
に
あ
わ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
県
で
は
、10
月
を「
農
作
業
安
全
運
動
の
重
点
期
間
」と

し
て
、農
業
者
の
皆
さ
ん
に
安
全
な
農
作
業
の
推
進
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
　
農
家
の
皆
さ
ん
は
次
の
点
に
注
意
し
、農
業
機
械
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
作
業
時
は
安
全
に
配
慮
し
た
服
装
と
す
る
。

　
　
　
ほ
場
の
出
入
、あ
ぜ
越
え
に
注
意
す
る
。

　
　
　
移
動
走
行
時
に
は
人
や
車
に
注
意
す
る
。

　
　
　
点
検·

整
備
中
は
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
。

　
　
　
取
扱
説
明
書·

安
全
ラ
ベ
ル
を
理
解
す
る
。

　
　
　
棚·

支
柱·

針
金
等
は
目
印
な
ど
で
目
立
た
せ
る
。

　
　
　
で
き
る
限
り
一
人
で
作
業
し
な
い
。 

　
　

少
し
の
油
断
が
大
き
な
事
故
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

「
農
作
業
は
、焦
ら
ず
、急
が
ず
、慎
重
に
！
」を
合
言
葉

に
、農
作
業
の
安
全
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
は
、保
守
点
検·

清
掃·

法
定
検
査
を
す
る
こ

と
が
、浄
化
槽
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
怠
る
と
、水
質
の
悪
化
や
、悪
臭
に
よ
る

近
所
迷
惑
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
浄
化
槽
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
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◦
不
当
な
暴
力
や
傷
害
行
為
を
受
け
て
ケ
ガ
を
し
た

◦
自
転
車
同
士
や
自
転
車
と
歩
行
者
に
よ
る
事
故

◦
交
通
事
故（
自
損
事
故
を
含
む
）

◦
他
人
の
ペ
ッ
ト
に
噛
ま
れ
た

◦
飲
食
店
で
食
中
毒
に
な
っ
た  

な
ど

　

交
通
事
故
を
は
じ
め
、第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
な
ど
を
し
た
場
合
に
も
、国
保
で
治
療
を

受
け
ら
れ
ま
す
。本
来
、治
療
費
は
第
三
者（
加
害
者
）が
支
払
う
も
の
で
す
が
、一
時
的
に
国
保
が
立

替
え
払
い
を
し
て
、あ
と
か
ら
国
保
が
第
三
者
側（
加
害
者
・
保
険
会
社
）に
費
用
の
請
求
を
し
ま
す
。

示
談
の
前
に
必
ず
国
保
に「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
時
に
は
必
ず
届
出
を
！

　国民健康保険の収入は、国民健康保険に加入している
皆さまから納めていただく国民健康保険税をはじめ、国・
県からの負担金、一般会計からの繰入金、その他、納付金・
返納金等となっています。

　国民健康保険の支出は、国民健康保険に加入している皆さ
まが病院などにかかった時の医療費の保険者負担分（本人負
担３割の場合は７割、２割の場合は８割）である医療給付費
をはじめ、県へ納める事業費納付金、特定健診、特定保健指導
を実施するための経費、国・県への返還金等となっています。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
昭
和
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま
の
国
民
健
康
保
険
税

を
主
な
財
源
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
令
和
3
年
度
の
決
算
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の
収
支
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
の
主
な
収
支(

令
和
3
年
度
決
算)

国民健康保険
加入世帯 2456世帯
被保険者 3872人

令和4年8月末現在

No.123

国
保
だ
よ
り

お問い合わせ先
町民窓口課

☎ 275-8264

※	

国
民
健
康
保
険
税
は
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
コ
ン
ビ
ニ
）及
び
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ（
p
a
y
p
a
y
、L
I
N
E
P
a
y
）で
も
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、納
付
書
に
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字

さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、破
損
・
汚
れ
等
で
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
場

合
、金
額
の
訂
正
が
あ
っ
た
場
合
、納
入
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
場
合
、納
付
金
額

が
30
万
円
を
超
え
て
い
る
場
合
は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ

◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

活
用
し
ま
し
ょ
う　

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、こ
れ
ま
で

使
わ
れ
て
き
た
お
薬（
新
薬
）の
特
許
が
切

れ
た
後
に
、有
効
性
・
安
全
性
が
同
等
の

も
の
と
し
て
製
造
販
売
さ
れ
る
低
価
格

の
お
薬
で
す
。医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
し
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
が
可
能
な

場
合
に
は
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）で

　
保
険
証
を
使
え
る
範
囲
は
限
ら
れ
ま
す

　

柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）に
か

か
る
時
は
、健
康
保
険
が
使
え
る
範
囲
が

限
定
さ
れ
て
い
て
、対
象
と
な
る
の
は
、急

性
な
ど
の
外
傷
性
の
打
撲
・
捻
挫（
肉
離

れ
等
）・
骨
折
・
脱
臼
だ
け
で
す
。柔
道
整

復
師
に
か
か
る
時
は
負
傷
の
原
因
を
正
し

く
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　
医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

　
医
療
費
は
、医
療
技
術
の
進
歩
、加
入
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、増
加
傾
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。皆
さ
ま
の
大
切
な
国
民
健
康
保
険
を
続
け
て
い
く
た
め
、一
人
ひ
と
り
が
医
療
費
に

関
心
を
持
ち
、医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
手
続
き

　

預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
の
窓
口
で

お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。取
扱
い
金
融
機

関
は
、納
付
書
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い

る
金
融
機
関
で
す
。金
融
機
関
窓
口
へ
、預

金
通
帳
、通
帳
の
届
出
印
、納
税
通
知
書
を

お
持
ち
に
な
っ
て
、口
座
振
替
を
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、役
場
町
民
窓
口
課
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド（
※
）を
お
持
ち
い
た
だ
く
だ

け
で
、口
座
振
替
の
申
し
込
み
手
続
き
を

行
え
る
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。役

場
に
お
越
し
の
際
、お
気
軽
に
口
座
振
替

の
手
続
き
も
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
山
梨
中
央
銀
行
、甲
府
信
用
金
庫
、山
梨

信
用
金
庫
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、山
梨
み
ら

い
農
協
の
普
通
預
金（
総
合
口
座
）の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
限
り
ま
す
。

　
保
険
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
保
険
税
は
、納
付
書（
振
込
用
紙
）に
よ
る
納
付
の
ほ
か
、口
座
振
替
で
も
納
め
ら
れ
ま

す
。口
座
振
替
で
は
、毎
月
月
末
に
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
る
た
め
、納

め
忘
れ
が
な
く
、銀
行
等
に
出
向
く
手
間
が
省
け
て
便
利
で
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
支
給
の
対
象
と
な
る
方

　

被
保
険
者
の
方
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
場
合
又
は
発
熱

等
の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
た
場
合

に
、療
養
の
た
め
勤
務
す
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
方（
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
方
で
給
与
の
全
額
又
は
一
部
を
受

け
と
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
方
）

　

ご
自
身
が
対
象
と
な
る
か
、申
請
に
必

要
な
書
類
等
詳
細
に
つ
い
て
は
町
民
窓
口

課
国
保
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、傷
病
手
当
金
の
詳
し
い
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、昭
和
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◆
保
険
税（
料
）の
減
免
の

対
象
と
な
る
方　

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
、又

は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯
の
方

⇩ 

保
険
税（
料
）を
全
額
免
除

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入

減
少（
※
）が
見
込
ま
れ
る
世
帯
の
方

⇩ 

保
険
税（
料
）の
一
部
を
減
額

（
※
）収
入
減
少
に
は
具
体
的
な
要
件
が
あ

　
　

り
ま
す
。

　

ご
自
身
が
減
免
の
対
象
と
な
る
か
、申

請
に
必
要
な
書
類
等
の
詳
細
に
つ
い
て
不

明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
町
民
窓
口
課

国
保
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、減
免
の
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、昭
和
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国民健康保険の主な収入国民健康保険の主な支出

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、次
の
要
件
を
満
た
す
方
は

　
保
険
税（
料
）が
減
免
と
な
り
ま
す
。（
令
和
4
年
度
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
傷
病
手
当
金
の
支
給
に
つ
い
て

支出
17 億 3,273 万円

保険給付金
65.4%

11 億 3,349 万円

事業費納付金
32.1%

5 億 5,601 万円

その他
2.5%

4,323 万円

収入
17 億 5,139 万円

国・県支出金
66.2%

11 億 6,019 万円

繰入金
7.3%

1 億 2,779 万円
保険税
25.0%

4 億 3,805 万円

その他
1.5%

2,536 万円
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い
つ
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
大
規
模
災
害
に
備
え
て
、町
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

発
災
後
、町
内
外
か
ら
集
ま
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
拠
点
と
し
て

『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
』が
設
置
さ
れ
ま
す
。町
社
会
福
祉
協
議
会
が

中
心
と
な
り
、住
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
復
旧
復
興
を
目
指
し
た
活
動
を
行
い

ま
す
。復
旧
復
興
に
は
昭
和
町
を
熟
知
し
た
皆
さ
ま
の
協
力
は
欠
か
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
講
座
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
つ
い
て
、具
体
的
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。発
災

時
の
備
え
と
し
て
、ま
た
災
害
に
も
強
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
本
講
座
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　
11
月
２
日（
水
）・
9
日（
水
）・
16
日（
水
）・
17
日（
木
）

　
各
日
午
後
７
時
～
８
時
30
分
頃
ま
で
開
講　

　
午
後
６
時
30
分
か
ら
開
場
・
受
付
開
始

【
会　
　
場
】　
昭
和
町
総
合
体
育
館 

ア
リ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
（
押
越
1
0
0
1
番
地
）

【
講
座
内
容
】

　
１
日
目
：
【
座
学
】災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

　

２
日
目
：
【
座
学
】災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
は

　
３
日
目
：
【
実
技
】災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
訓
練

　
４
日
目
：
【
座
学
】図
上
演
習
・
意
見
交
換
・
ま
と
め

【
受
講
資
格
】

　
町
内
在
住
若
し
く
は
在
勤
者
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
者

【
定　
　
員
】　
1
0
0
名（
先
着
順
）

【
持　
ち　
物
】　
①
マ
ス
ク 

②
上
履
き 

③
防
寒
対
策 

④
動
き
や
す
い
服
装

【
申
込
方
法
】　
①
氏
名 

②
年
齢 

③
住
所 

④
電
話
番
号
を
、町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
下
記
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
い
た

　
　
　
　
　
　
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

昭
和
町
結
婚
相
談
所
主
催
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
出
逢
い
の
と
び
ら
」
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
行
い
な
が
ら
開
催
し
ま
す
。
こ
こ
で
の
出
逢
い
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
笑
顔
あ
ふ
れ
る
出
逢

い
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
日　
時
】　
12
月
11
日
（
日
）　
午
前
10
時
〜
12
時
半
頃

【
場　
所
】　
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ　
テ
ィ
ン
カ
ー
ベ
ル
（
昭
和
町
西
条
2
4
3
2
）

【
対
象
者
】　
30
代
・
40
代
の
県
内
在
住
独
身
男
女
各
10
名

　
　
　
　
　
昭
和
町
在
住
者
／
当
所
主
催
セ
ミ
ナ
ー
（
11
月
開
催
）
参
加
者
優
先

【
参
加
費
】　
１
０
０
0
円
【
女
性
特
典
】
友
達
と
２
人
以
上
の
参
加
で
参
加
費
半
額

【
申　
込
】　
昭
和
町
結
婚
相
談
所
H
P
内
の
必
要
事
項
を
明
記
し
、

　
　
　
　
　
11
月
17
日
（
木
）
ま
で
に
、
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

show
a-ksj@

show
ashakyo.or.jp

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
申
込
者
全
員
に
11
月
下
旬
頃
、

　
抽
選
結
果
を
メ
ー
ル
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
結
婚
相
談
所
事
務
局
（
☎
2
7
5 

-

1
8
8
1
）

令
和
4
年
度 

婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
出
逢
い
の
と
び
ら
」
参
加
者
募
集

　

昭
和
町
広
報
の
国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ
の
今
回
は
、

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

  
⑴
失
業
等
に
よ
る
特
例
免
除
に
つ
い
て

  
任
意
加
入
制
度
に
つ
い
て

　

老
齢
基
礎
年
金
は
65
歳
か
ら
受
け
取
れ
ま
す
が
、受
給
資

格
と
し
て
10
年（
１
２
０
月
）以
上
の
保
険
料
の
納
付
期
間

が
必
要
で
す
。ま
た
、20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年

間
保
険
料
を
納
め
て
い
な
け
れ
ば
、満
額
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
・
未
加
入
・
免
除
期

間
が
あ
る
方
は
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、受
給
資

格
を
得
た
り
、年
金
受
給
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

  

任
意
加
入
を
す
る
条
件
に
つ
い
て

　

次
の
①
～
⑤
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
が
任
意
加

入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険
料
の
納
付
月
数
が

　
４
８
０
月（
40
年
）未
満
の
方

④
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方

⑤
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
で
、在
留
資
格
が「
特
定
活
動

　
（
医
療
滞
在
や
観
光
等
を
目
的
と
す
る
長
期
滞
在
）」で
滞

　
在
す
る
方
で
は
な
い
方

　

ま
た
こ
の
他
の
条
件
と
し
て
次
の
ア
、イ
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
も
任
意
加
入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
．年
金
の
受
給
資
格
期
間（
10
年
・
１
２
０
月
）を
満
た
し

て
い
な
い
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方

イ
．外
国
に
居
住
す
る
日
本
人
で
、20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

  

加
入
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

●
納
付
方
法
は
口
座
振
替
で
す

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は「
外
国
に
居
住
す
る
日
本
人
で
、

20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
」を
除
き
、口
座
振
替
が
原
則
と

な
り
ま
す
。

●
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
で
き
ま
せ
ん

　

加
入
月
は
任
意
加
入
の
申
し
出
が
あ
っ
た
月
と
な
り
、さ

か
の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

  

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
役
場
町
民
窓
口
課
年
金
担
当（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
竜
王
年
金
事
務
所（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
０
）

竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その214国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

60
歳
か
ら
の
「
任
意
加
入
」
で
も
ら
え
る
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す
！

5年間加入したと仮定した場合の保険料納付額と年金増加額は次のとおりです。
（令和４年度の保険料額、年金額で計算しています）

●5年間の保険料納付額（総額） ・・・  995,400 円

●65歳から受け取る年金の増加額
　70歳  ・・・  約　486,000円（　5年間の総額）
　75歳  ・・・  約　972,000円（10年間の総額）
　80歳  ・・・  約1,458,000円（15年間の総額）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
員

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
員

　
　
　
　
養
成
講
座
受
講
者
募
集

　
　
　
　
養
成
講
座
受
講
者
募
集

共同募金配分金事業で新規購入した貸出備品をご紹介します。
無償でお貸しできますので、お気軽にお問い合わせください。

赤い羽根共同募金の赤い羽根共同募金の
ご協力をお願いいたしますご協力をお願いいたします

【スマートビデオモニター】
乳児や高齢者を対象に、別部屋にいても様子が
分かります。付きっ切りにならず、自分の時間
が持てます。

　本年も、厚生労働大臣の告示により、
10 月１日から全国一斉に「じぶんの町を
良くするしくみ」をテーマとして、募金
活動が展開されます。
　毎年、皆さまからお寄せいただいた貴
重な募金は、ボランティア活動や各種教
室など町内の地域福祉活動の推進に役立
てられています。皆さまの温かいご支援
ご協力をお願い申し上げます。

山梨県共同募金会 昭和町分会

【高齢者疑似体験セット】
社員教育や道徳教育にお役立
てください。

【スロープ】
車いすとセットでいかがですか？

 

予
期
せ
ぬ
災
害
時
、昭
和
町
の
復
旧
復
興
は
だ
れ
が
や
る
の
？

お申し込み
フォーム用
QＲコード

年金増加額の例

65歳

5年間の
保険料
納付額

受け取る年金の
増加額（累計）

70歳 75歳 80歳
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大
学
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
の
活
動
内
容
と
今
後
の
展
望

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
技
師
長　
八
木
野 

孝
義　

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

　

皆
さ
ん
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー 

シ
ョ
ン
（
以
下
リ
ハ
ビ
リ
）
の 

イ
メ
ー
ジ
を
ど
の
よ
う
に
お
持

ち
で
し
ょ
う
か
。

　

痛
み
が
あ
る
の
に
運
動
を

し
た
り
、
硬
く
な
っ
た
関
節
を
曲
げ
ら
れ
た
り
、

と
て
も
辛
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
屋

さ
ん
と
勘
違
い
し
て
い
る
方
も
い
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

大
学
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
目
的
は
、
手
術
・
治

療
後
の
患
者
さ
ま
を
早
く
回
復
さ
せ
、
家
庭
や

仕
事
に
復
帰
を
し
て
も
ら
う
事
で
す
。
昔
は
手

術
後
の
安
静
期
間
が
１
週
間
以
上
の
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。
ベ
ッ
ド
上
で
の
安
静
時
間
が
多
く

な
る
と
、
筋
力
低
下
や
心
肺
機
能
、
認
知
機
能

の
低
下
な
ど
、
身
体
・
精
神
面
に
多
く
の
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
現
在
は
そ
の
よ
う
な
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
早
期
リ
ハ
ビ
リ
の
重
要

性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
術
後

翌
日
か
ら
痛
み
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
ベ

ッ
ド
に
座
る
練
習
、
車
椅
子
へ
移
乗
す
る
練
習

を
行
っ
た
り
し
ま
す
。
大
学
病
院
に
は
多
く
の

診
療
科
が
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
診
療
科
が

リ
ハ
ビ
リ
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
陽
性

の
入
院
中
の
患
者
さ
ま
で
、
呼
吸
機
能
が
低
下

し
た
方
や
安
静
に
よ
り
身
体
機
能
が
低
下
し
そ

う
な
方
に
も
積
極
的
に
リ
ハ
ビ
リ
介
入
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
透
析

中
の
患
者
さ
ま
に
運
動
を
提
供
す
る
取
組
や
、

婦
人
科
の
先
生
と
月
経
痛
や
骨
盤
痛
に
対
す
る

多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
と
し
て
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
な
ど
、
リ
ハ
ビ
リ
も
協

力
し
て
お
り
ま
す
。
様
々
な
診
療
科
と
連
携
を

図
り
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
筋
力

や
バ
ラ
ン
ス
、
歩
行
速
度
な
ど
を
評
価
し
て
、

リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
判
定
を
行
い
ま

す
。
効
果
の
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
を
探
求
し
、
学
会

な
ど
で
発
表
す
る
こ
と
も
大
事
な
業
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
８
月
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
部
の
訓
練
室
が
移

転
し
、
従
来
の
面
積
の
３
倍
弱
も
広
く
な
り
ま

し
た
。
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
室
、
作
業
療
法
室
、
言

語
聴
覚
室
も
整
備
さ
れ
、
充
実
し
た
環
境
と
な

り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
理
学
療
法
と
作
業
療
法

が
一
緒
の
部
屋
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
後
は
各
職
種
ゆ
と
り
の
あ
る

環
境
で
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
室
も
新
し
く
な
り
、
今
後

は
更
に
充
実
し
た
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
る
よ
う
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
病
院
の
理
念
で
あ
る
「
す
べ
て

の
患
者
さ
ん
に
安
心
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
健
康
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

No.185
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
副
委
員
長　
加
藤 

聖
香
（
清
水
新
居
区
）　

No.216

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

女
性
の
社
会
進
出
や
就
業
率
が
上
昇
す
る
中

　

女
性
の
社
会
進
出
や
就
業
率
が
上
昇
す
る
中

で
、
年
齢
と
と
も
に
変
化
す
る
心
と
身
体
に
つ

で
、
年
齢
と
と
も
に
変
化
す
る
心
と
身
体
に
つ

い
て
女
性
は
自
ら
の
身
体
に
関
心
を
持
ち
、
自

い
て
女
性
は
自
ら
の
身
体
に
関
心
を
持
ち
、
自

ら
の
身
体
の
こ
と
を
知
り
、
男
性
も
含
め
て
年

ら
の
身
体
の
こ
と
を
知
り
、
男
性
も
含
め
て
年

代
ご
と
の
健
康
課
題
へ
の
理
解
、
関
心
を
深
め

代
ご
と
の
健
康
課
題
へ
の
理
解
、
関
心
を
深
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

情
報
に
あ
ふ
れ
る
現
代
に
お
い
て

　

情
報
に
あ
ふ
れ
る
現
代
に
お
い
て
「
ヘ
ル
ス

「
ヘ
ル
ス

リ
テ
ラ
シ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

リ
テ
ラ
シ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
簡簡

単
に
言
う
と
「
自
分
に
あ
っ
た
健
康
情
報
を
探

単
に
言
う
と
「
自
分
に
あ
っ
た
健
康
情
報
を
探

し
て
、
理
解
・
評
価
し
た
上
で
活
用
す
る
能
力
」

し
て
、
理
解
・
評
価
し
た
上
で
活
用
す
る
能
力
」

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
適
切
に
身
に
付
け
る
こ

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
適
切
に
身
に
付
け
る
こ

と
で
、
医
療
や
介
護
、
病
気
の
予
防
、
健
康
の

と
で
、
医
療
や
介
護
、
病
気
の
予
防
、
健
康
の

維
持
や
増
進
に
つ
い
て
の
判
断
・
意
思
決
定
が

維
持
や
増
進
に
つ
い
て
の
判
断
・
意
思
決
定
が

し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生
涯
に
わ
た

し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生
涯
に
わ
た

り
生
活
の
質
を
保
ち
、
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と

り
生
活
の
質
を
保
ち
、
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ワ
ー
ク
・
ラ

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
は
、
健
康
課
題
へ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
は
、
健
康
課
題
へ

の
取
組
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
す
。

の
取
組
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

日
本
で
は
、
子
育
て
期
に
あ
た
る
青
年
期
に

　

日
本
で
は
、
子
育
て
期
に
あ
た
る
青
年
期
に

健
康
教
育
を
受
け
る
機
会
が
少
な
い
現
状
に
あ

健
康
教
育
を
受
け
る
機
会
が
少
な
い
現
状
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
男
女
が
共
に
家
庭
生

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
男
女
が
共
に
家
庭
生

活
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
も
、
健
康
対

活
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
も
、
健
康
対

策
に
つ
い
て
学
び
、
家
族
で
話
し
合
い
理
解
す

策
に
つ
い
て
学
び
、
家
族
で
話
し
合
い
理
解
す

る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

女
性
の
更
年
期
は
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の

　

女
性
の
更
年
期
は
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の

低
下
等
に
よ
り
心
身
に
複
雑
な
症
状
が
発
生
し

低
下
等
に
よ
り
心
身
に
複
雑
な
症
状
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
更
年
期
は
そ
れ
以

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
更
年
期
は
そ
れ
以

降
に
発
生
す
る
疾
患
を
予
防
す
る
の
に
効
果
的

降
に
発
生
す
る
疾
患
を
予
防
す
る
の
に
効
果
的

な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
更
年
期
障
害
及
び
更

な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
更
年
期
障
害
及
び
更

年
期
を
境
に
発
生
す
る
健
康
問
題
へ
の
理
解
や

年
期
を
境
に
発
生
す
る
健
康
問
題
へ
の
理
解
や

治
療
の
情
報
な
ど
、
支
援
の
取
組
を
地
域
や
職

治
療
の
情
報
な
ど
、
支
援
の
取
組
を
地
域
や
職

場
で
学
ぶ
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
課
題
で
は
な

場
で
学
ぶ
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
課
題
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
更
年
期
以
降
に
発
生
す
る
疾

い
で
し
ょ
う
か
。
更
年
期
以
降
に
発
生
す
る
疾

患
や
フ
レ
イ
ル
（
加
齢
に
伴
い
心
身
の
衰
え
た

患
や
フ
レ
イ
ル
（
加
齢
に
伴
い
心
身
の
衰
え
た

状
態
）
を
予
防
す
る
た
め
に
、
運
動
や
栄
養
、

状
態
）
を
予
防
す
る
た
め
に
、
運
動
や
栄
養
、

睡
眠
な
ど
の
生
活
習
慣
や
老
年
期
の
健
康
に
及

睡
眠
な
ど
の
生
活
習
慣
や
老
年
期
の
健
康
に
及

ぼ
す
影
響
や
心
身
の
健
康
に
つ
い
て
関
心
を
持

ぼ
す
影
響
や
心
身
の
健
康
に
つ
い
て
関
心
を
持

ち
、
学
ぶ
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
だ
と
考

ち
、
学
ぶ
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。

え
ま
す
。

　
「
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
身
に
付
け
、
地

　
「
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
身
に
付
け
、
地

域
や
職
場
で
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
積
極
的
に

域
や
職
場
で
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
、
自
分
や
家
族
の
ワ
ー
ク
・

取
り
組
む
こ
と
が
、
自
分
や
家
族
の
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
繋
が
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
繋
が
り
ま
す
。

　昭和町に住む子育て中のご家庭には、4カ月・10カ月の乳児健診でお渡ししています。また、その他の年の方にも幼児健診などに、 
ご自由にお取りいただけるように会場に置いてあります。
　昭和町ファミリーサポート（総合会館2階）にも置いてあります。ただし、お渡しできる数に限りがありますことをご了承ください。

昭和町母子愛育会創立60周年記念子どもの事故防止冊子

この冊子をご希望の方は …

＃子育てハッとヒヤッと
～うちにもあった あんなこと こんなこと～

・家具の角にクッションガードを付けた。
・ベビーカーのベルトをつけ忘れない。
・階段や台所に入れないよう柵を取り付けた。

　事例をまとめたところ、年齢が
小さいほど室内の事故が多いと
いう結果でした。
　先輩ママたちがしていた工夫
を一部ご紹介します。

０歳 １歳

2～3歳

第３弾

　今後も被害の発生が懸念される電話詐欺の3つの犯行手口は、次のとおり
です。ご家族や近所の方などに注意を促してください。

息子や孫などをかたるオレオレ詐欺　～ 電話の声だけで見破るのは困難! ! ～
　息子（娘）や孫、甥などになりすまし、「トイレに行ったときに支払い用の
カードが入ったカバンをなくした。警察から連絡が行くかもしれないから
対応してほしい。」などとお金の話をせずに電話をかけてきます。再度電話
をかけてきて、「カバンは見つかったが、カードがなかった。」「すぐに支払
いをしなければならず、現金が必要。」「現金を用意してほしい。」などとお
金を要求してきます。

「還付金があります。」「キャッシュカードを確認させてほしい。」は詐欺
～ ATMではお金は受け取れません! 暗証番号は他人に伝えないでください! ～
　市役所や金融機関職員になりすまし、「介護保険料の払い戻しがありま
す。」「今日中にATMで手続きすれば受け取れます。」などと電話をかけて
きます。近くのATMへ手続きするよう指示し、知らないうちに第三者の口
座へ振り込みを行わせ、お金を奪います。また、「キャッシュカードが古く
なっているので確認させてほしい。」などと電話をかけてきて、新しいカー
ドと交換すると言って、キャッシュカードをだましとります。

インターネット利用料金未納は詐欺　～ SMSでの請求は詐欺! ! ～
　携帯電話に「ご利用料金の確認が取れておりません。本日中にご連絡くだ
さい。」などというメッセージが届きます。あるいは、ウェブサイト閲覧中に
突然、「登録完了」などと表示されることもあります。慌てて相手の連絡先
に電話をかけると、有料サイト登録料などの名目で、ギフトカードや電子マ
ネーをコンビニで購入して支払うよう指示されます。

電話詐欺の被害防止
〜被害の発生が懸念される3つの手口〜

　警察では、地域から犯罪をなくし、安全で安心し
て暮らせる地域社会をつくるため、
　毎年10月11日から同月20日までの

10日間を「全国地域安全運動」期間
と定め、県や市町村、防犯ボランティア団体、防犯
協会等の関係機関・団体と連携を図りながら、犯
罪の予防活動を展開しています。
　県内では、この期間中

　「みんなで築こう
　　　　　　　安全・安心

  やまなしけん」
をスローガンに、子どもと女性の犯罪被害防止、電
話詐欺の被害防止に重点をおいた運動を行いま
す。また、10月18日（火）には、「桃源文化会館」に
おいて、「令和4年度安全・安心なまちづくり山梨
県民大会」を開催する予定です。
　そのほか、各警察署でも各種キャンペーン・行
事を予定しています。
　地域から犯罪をなくし、安
全で安心して暮らせる地域
社会の実現のため、ご協力を
お願いします。

全国地域安全運動の実施

　現在子育て中の方は先輩ママの対策で実践できているものはありましたか？今から実践できそうなものが
あったら実践し、周りに子育て中の方がいる場合は、ぜひ今回の内容を伝えていき、地域で子どもの事故防止
に努めていきましょう。

・喉に詰まらせそうな食べ物（ミニトマト、豆類、キャ
ンディなど）は小さく切る。

・洗剤などは絶対に手の届かないところに保管する。

・自宅は事故対策ができているが、実家はそうでないところも多いので、特に注意が必要。
・危険なものが入っている引き出しにチャイルドロックを付けた。
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INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

日
時　
①
10
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
～
７
時

　
　
　
②
10
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間
【
平
日
の
み
】

　
①
10
月
３
日
（
月
）
～
18
日
（
火
）

　
②
10
月
３
日
（
月
）
～
21
日
（
金
）

そ
の
他

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・
証

明
書
の
発
行
等
の
業
務
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
10
月
16
日
（
日
）

　

 
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場　
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名
（
町
内
在
住
者
の
み
）

受
付
開
始　
10
月
３
日
（
月
）
～

　
（
平
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

そ
の
他　

○
相
談
無
料
・
要
予
約

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

番
号
直
通
の
み
受
付

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
12
月
15
日
（
木
）

　
（
※
今
年
度
は
４
月
、
８
月
、
12

月
は
第
３
木
曜
日
、
６
月
、10
月
、

２
月
は
第
３
日
曜
日
で
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。）

※
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　

次
の
と
お
り
講
習
会
を
行
い
ま

す
。
受
講
後
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
と
し
て
植
木
せ
ん
定
作

業
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
10
月
18
日
（
火
）
～
20
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

内
容

　
１
日
目 

… 

座
学
及
び
実
技
講
習

　

２・
３
日
目 

… 

実
技
講
習

場
所

　
座
学
講
習
…
甲
斐
市
竜
王
北
部
公

民
館
（
甲
斐
市
篠
原
２
６
１
０
）

　
実
技
講
習
…
西
八
幡
公
園
（
甲
斐

市
西
八
幡
４
２
６
８
‐
６
）

対
象

　
昭
和
町
、
甲
斐
市
、
中
央
市
に
お

住
ま
い
の
60
歳
以
上
の
方

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

　
　
　
※
３
日
間
参
加
で
き
る
方

参
加
料　
無
料

持
ち
物　
飲
み
物
、
作
業
の
で
き
る

服
装
（
地
下
足
袋
・
帽
子
等
）、

せ
ん
定
・
刈
込
ハ
サ
ミ
等

受
付
開
始　
10
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
電
話
に
て
受
付

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

公
益
社
団
法
人
峡
中
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
７
９
‐
６
６
２
６
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

で
は
、
季
節
の
食
材
を
使
い
調
理
の

基
本
技
術
を
学
ぶ
講
習
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
11
月
９
日
（
水
）・
10
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所

　
八
田
ふ
れ
あ
い
情
報
館

（
南
ア
ル
プ
ス
市
榎
原
８
０
０
番
地
）

定
員　
10
名
（
書
類
選
考
あ
り
）

締
め
切
り　
10
月
20
日
（
木
）

受
講
料　
無
料

要
件

　
令
和
４
年
度
以
降
に
シ
ル
バ
ー
登

録
を
さ
れ
る
方
（
事
前
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
が
必

要
と
な
り
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
（
☎
２
２
８
‐
８
３
８
３
）

　

求
職
者
支
援
制
度
は
、
求
職
者
を

支
援
す
る
国
の
制
度
で
、
職
業
訓
練

を
受
講
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

早
期
就
職
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。
一
定
要
件
を
満
た
す
場
合
、

雇
用
保
険
又
は
職
業
訓
練
受
講
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

訓
練
内
容

　

O
Ａ
事
務
（
パ
ソ
コ
ン
活
用
）、

宅
建
、ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
、
Ｉ
Ｔ
、

介
護
な
ど
（
時
期
に
よ
っ
て
開
講

内
容
が
異
な
り
ま
す
）

訓
練
期
間　
１
カ
月
～
５
カ
月

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
任

意
検
定
料
な
ど
は
自
己
負
担
）

※
制
度
概
要
や
具
体
的
な
コ
ー
ス
情

報
は
、（
独
）
高
齢
・
障
害
・
求

職
者
雇
用
支
援
機
構
山
梨
支
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

http
s://w

w
w

.
je

e
d

.g
o

.jp
/

location/shibu/
y

a
m

a
n

a
s

h
i/

jyukou.htm
l

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府

　
（
☎
２
３
２
‐
６
０
６
０
）［
45
＃
］

　

総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
行
政
相
談
週
間
の
事
業
の
一
環

と
し
て
、電
話
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
22
日（
土
）・23
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

内
容　
国
の
仕
事
に
関
す
る
手
続
き

や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
困
り
ご
と
等
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ

　
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
き
く
み
み
山
梨

　
（
☎
２
５
２
‐
１
１
０
０
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

　
町
営
常
永
団
地
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
期
間
内
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
都
市
整
備
課
で
配
布

の
入
居
者
募
集
案
内
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。な
お
、

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

所
在
地　
昭
和
町
上
河
東
５
４
３

募
集
数

　
２
Ｄ
Ｋ
（ 

Ｂ　
棟 

）
… 

１
戸

受
付
期
間

　

10
月
３
日
（
月
）
～
31
日
（
月
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
平
日
の
み
）

入
居
予
定
日

　
令
和
４
年
12
月
中

応
募
資
格

　
○
町
内
に
１
年
以
上
住
民
登
録
が

さ
れ
て
い
る
か
町
内
の
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る
こ
と

　

○
２
Ｄ
Ｋ
は
２
人
以
上
の
世
帯
構

成
で
あ
る
こ
と
（
親
族
の
み
）

　
○
県
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
を
た
て

ら
れ
る
こ
と
（
所
得
条
件
あ
り
）

そ
の
他　
申
込
必
要
書
類
の
準
備
に

時
間
が
か
か
る
た
め
、
お
早
め
に

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
公
園
住
宅
管
理
係

（
☎
２
７
５
‐
８
４
１
３
）

日
時　
11
月
16
日
（
水
）

　
午
前
８
時
40
分
～
午
後
４
時

場
所

　
東
公
民
館
（
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー

内
）　
３
階
「
大
ホ
ー
ル
」

　
（
甲
府
市
和
戸
町
９
５
５
番
地
１
）

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
０
０
０
円

受
付
期
間

　
10
月
31
日（
月
）～
11
月
４
日（
金
）

　
※
11
月
３
日
（
木
・
祝
日
）
除
く

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　
甲
府
地
区
消
防
本
部
査
察
課
に
来

庁
の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
講
じ
、
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
８
‐
23

　
甲
府
地
区
消
防
本
部

　
　
　
査
察
課　
査
察
企
画
係

　
　
　
　
（
☎
２
２
２
‐
１
２
８
４
）

日
時　
12
月
１
日（
木
）・
２
日（
金
）

　
※
２
日
間
の
受
講
が
必
要

　
午
前
８
時
40
分
～
午
後
４
時
50
分

（
最
終
日
は
午
後
３
時
50
分
ま
で
）

場
所

　
山
梨
県
自
治
会
館　
１
階「
講
堂
」

　
（
甲
府
市
蓬
沢
一
丁
目
15
‐
35
）

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
０
０
０
円

受
付
期
間

　
11
月
７
日
（
月
）
～
11
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　
甲
府
地
区
消
防
本
部
査
察
課
に
来

庁
の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
講
じ
、
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
８
‐
23

　
甲
府
地
区
消
防
本
部

　
　
　
査
察
課　
査
察
企
画
係

　
　
　
　
（
☎
２
２
２
‐
１
２
８
４
）

　
山
梨
県
県
民
生
活
部
統
計
調
査
課

が
監
修
す
る
「
２
０
２
３
年
版
や
ま

な
し
県
民
手
帳
」が
発
売
さ
れ
ま
す
。

　
や
ま
な
し
の
見
ど
こ
ろ
マ
ッ
プ
や

各
種
統
計
デ
ー
タ
、
防
災
情
報
、
や

ま
な
し
の
お
祭
り
や
農
畜
水
産
物
等

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

販
売
価
格
等

・
価　
格

　
通
常
版 

… 

６
０
０
円
（
税
込
）

　
プ
レ
ミ
ア
ム
版 

… 

　
　
　
　

  

１
０
０
０
円
（
税
込
）

・
サ
イ
ズ 

… 

82
㎜
×
１
４
５
㎜

販
売
日

　
10
月
中
旬
予
定

　
※
書
店
等
で
購
入
で
き
ま
す
。

★
詳
細
は
山
梨
県
統
計
調
査
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
統
計
調
査
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://www.pref.yam
anashi.jp/

toukei/index.html

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

　
昭
和
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
昭
和
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275－8641）

　

昭
和
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で

幅
広
く
剣
道
の
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
剣
道
の
基
本
を

大
切
に
厳
し
く
も
楽
し
く
稽
古
し
て
い
ま
す
。

　

新
入
団
員
を
随
時
募
集
中
で
す
。
少
し
で
も
興
味
が
あ

り
ま
し
た
ら
見
学
・
体
験
に
ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

○稽古日・場所　毎週月曜日　押原小学校 体育館
　　　　　　　　水・金曜日　総合体育館 武道場

○稽古時間　　　午後 6時 40分～ 8時

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

植
木
せ
ん
定
作
業
講
習
会

求
職
者
支
援
訓
練
の
受
講
者
募
集

町
営
常
永
団
地
入
居
者
募
集

介
護
の
た
め
の
調
理
講
習
会

行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

無
料
電
話
相
談

第
98
回
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

第
５
回
乙
種
防
火
管
理
講
習

２
０
２
３
年
版

や
ま
な
し
県
民
手
帳
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INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
誰
も
が

楽
し
め
る
ふ
れ
あ
い
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
教
室
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

11
月
の
日
程

　
１
日
（
火
）
脳
ト
レ
体
操

　
７
日
（
月
）
ス
ト
レ
ッ
チ

　
15
日
（
火
）
音
楽
療
法

　
28
日
（
月
）
リ
ン
パ
体
操

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
町
中
央
公
民
館　
講
堂

対
象

　
町
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

定
員　
各
25
名
ま
で
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
①
マ
ス
ク

　
　
　
　
②
室
内
用
運
動
靴

　
　
　
　
③
蓋
の
で
き
る
飲
み
物

参
加
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
10
月
18
日
（
火
）
午
前
９
時
～

　
参
加
希
望
の
教
室
を
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
複
数
申
込
可
）

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

※
ご
本
人
が
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
す
る
教
室
の
開
催
日
よ
り
２

週
間
前
か
ら
の
体
調
や
感
染
者
と

の
接
触
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ

ａ
ｙ
の
使
い
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
種
類
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
Ｐ

ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
ア
プ
リ
で
支
払
う
方
法

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ア
プ
リ
の
設
定

方
法
や
使
用
方
法
も
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。
両
日
の
参
加
が
可
能
な
方
の

み
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

◎
１
日
目　
11
月
22
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
頃

・
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法
や

設
定
方
法
の
紹
介

・
残
高
チ
ャ
ー
ジ
の
方
法
の
紹
介

※
実
際
に
現
金
１
０
０
０
円
を

チ
ャ
ー
ジ
し
ま
す
。

◎
２
日
目　
11
月
24
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
頃

・
具
体
的
な
使
い
方
や
支
払
い
方
法

の
紹
介
、
チ
ャ
ー
ジ
方
法
の
確
認

場
所
：
町
中
央
公
民
館 

２
階　

第

２
会
議
室　
押
越
５
３
２

対
象
：
町
内
在
住
の
方　
年
齢
不
問

定
員
：
15
名
定
員
に
達
し
次
第
締
め

切
り
ま
す

参
加
費　
２
０
０
円
（
初
日
集
金
）

持
ち
物

　
・
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
・
マ
ス
ク
絶
対
着
用

　
・
チ
ャ
ー
ジ
用
現
金
１
０
０
０
円

講
師

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル

　
あ
っ
と
ホ
ー
ム 

代
表　
小
林 

美
由
紀
氏

申
込
開
始　
10
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者

の
た
め
の
「
健
康
体
操
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
11
月
1
日
・
10
日
・
17
日
・
22
日

　
12
月
1
日
・
８
日
・
15
日
・
22
日

　
1
月
12
日
・
19
日
・
26
日
、

　
※
火
曜
日
ま
た
は
木
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所

　
昭
和
町
総
合
体
育
館　
ア
リ
ー
ナ

内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

対
象　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

　
　
30
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
各
回
１
０
０
円
（
各
回
の

受
付
時
に
集
金
）

講
師　
山
梨
県
厚
生
連
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
運
動
指
導
士

受
付
開
始

　
10
月
11
日
（
火
）
午
前
９
時
～

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

※
原
則
、
ご
本
人
が
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
参
加
者
に
は
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
季
節
の
花
を
使
っ
た
寄
せ
植
え
教

室
を
実
施
し
ま
す
。
自
分
だ
け
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
楽
し
み
な
が
ら
作

り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
10
月
27
日
（
木
）

　
2
部
制
で
各
部
1
時
間

　
第
1
部
…
午
前
10
時
開
始

　
第
2
部
…
午
後
1
時
30
分
開
始

場
所　
昭
和
町
中
央
公
民
館 

講
堂

対
象
者

　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

定
員　
各
部
10
名
（
先
着
順
）

参
加
料　
１
０
０
０
円（
当
日
集
金
）

持
ち
物

　
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
エ
プ
ロ
ン

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
を
施
し
実
施
致
し
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

　
10
月
17
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

町
社
協
の
事
業
の
た
め
町
役
場
へ

の
お
問
い
合
わ
せ
や
お
申
込
み
は

お
控
え
く
だ
さ
い
。

※
原
則
参
加
者
本
人
が
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で

は
、
働
く
皆
さ
ん
の
能
力
や
人
材
を

育
成
す
る
た
め
各
種
講
座
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
を
通
年
で
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〈
11
月
開
講
講
座
〉

〇
生
産
管
理

　
日
程

　
　
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

　
　
８
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
10
月
21
日
ま
で

〇
問
題
解
決
力
向
上
研
修

　
日
程

　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
　
４
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
10
月
27
日
ま
で

〇
エ
ク
セ
ル
Ｖ
Ｂ
Ａ
入
門

　
日
程

　
　
午
後
６
時
～
９
時

　
　
６
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
10
月
27
日
ま
で

〇
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

　
日
程　
午
後
１
時
～
５
時

　
　
　
　
３
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
11
月
４
日
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
企
画
課

　
　
　
　
（
☎
２
４
３
‐
４
９
１
６
）

　
（
一
社
）
甲
府
青
年
会
議
所
で
は
、

２
０
２
２
年
度 

シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ

醸
成
事
業
と
し
て
、
地
域
の
特
産
野

菜
を
使
用
し
た
「
山
の
都
」
ご
当
地

レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
地
域
内
外
か
ら
応
募
い
た
だ
い

た
多
く
の
作
品
の
中
か
ら
、
厳
正
な

る
審
査
を
経
て
各
部
門
の
受
賞
作
品

が
決
定
し
ま
し
た
。

　
受
賞
作
品
や
審
査
会
の
様
子
を
特

設
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

事
業
特
設
ペ
ー
ジ

h
ttp

s://ko
fu

jc.co
m

/ 
2022citizenship/

問
い
合
わ
せ

　
（
一
社
）
甲
府
青
年
会
議
所
事
務
局

　
　
　
　
（
☎
２
３
５
‐
５
４
２
３
）

　
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
無
料
の
債

務
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
り
解
決
の
た
め
の
助

言
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
法
律
専
門

家
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

受
付
時
間　
月
～
金（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ

　
財
務
省
甲
府
財
務
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
債
務
相
談
窓
口

　
　
　
　
（
☎
２
５
３
‐
２
２
６
１
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

短
歌

思
わ
ず
し
ば
し
足
止
め
鮮
や
か
に

梅
雨
謳
歌
し
て
山

や

ん

ぶ

し伏
紫
陽
花

河
田
よ
し
恵

こ
の
夏
も
き
こ
え
て
き
た
り
蝉
の
声

コ
ロ
ナ
熱
中
症
心
落
ち
着
か
ず

石
原　

明
子

モ
ニ
タ
ー
を
見
つ
め
る
我
の
背
に
回
り

骨
量
の
数
値
医
師
は
指
さ
す

松
田　

君
江

諦
め
た
イ
モ
カ
タ
バ
ミ
の
暑
い
中

新
芽
つ
ぎ
つ
ぎ
元
気
湧
き
出
づ

田
中　

祥
子

◎
一
緒
に
「
短
歌
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　 

短
歌
部
で
は
皆
さ
ま
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

短
歌
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

日
傘
差
し
和
服
の
婦
人
ひ
と
り
ゆ
く

一
瞬
そ
の
場
に
涼
し
げ
な
風

小
林　

康
博

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
の
使
い
方
教
室

ふ
れ
あ
い
教
室 

11
月
の
ご
案
内

健
康
体
操
教
室

季
節
の
寄
せ
植
え
教
室

防災一口メモ　　　　　支援が届くまでの備えを！
　災害時の報道などで、避難所での支援物資の配給などの様子が見られます
が、災害直後から報道までは何日かの間隔があります。災害直後は、すぐに
は指定避難所の開設や支援物資が支給されません。災害が起きてから公的な
支援が届くまでの間は、自力で生きていくしかありません。水や食料に加えて、
簡易トイレの準備も必ずしておきましょう。
　避難所は「倒壊や火災で住むところを失った方のための場所」と考え、家
屋が無事であれば、自宅で避難生活を送ることになります。また、避難所で
のストレスや予期せぬ被害に遭わないようにすることも「自助」のうちのひ
とつです。支援が必要な方のためにも、各家庭でできる限りの準備をしてお
くことが大切です。 女性防災ネット昭和

　8 月は、先月と比較すると全
体の収集量は 68t 増の 386t と
なり、一世帯あたりの収集量
では先月から 7 ㎏増の 41kg と
なりました。引き続き Reduce

（リデュース＝ごみを出さな
い）Reuse（リユース＝ごみを
再使用する）Recycle（リサイ
クル＝ごみを再利用する）の
再確認、生ごみの水切りやご
みの分別を徹底し、ごみの減
量を心がけましょう！

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

8月7月6月5月4月3月2月

44

39
42

常永地区押原地区西条地区

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

公益財団法人山梨県市町村振興協会

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 8 月分の医療費は、
約 9,411 万円（前年同月
比 25.69% の増）です。
　 「はしご受診」「重複受
診」は医療費の無駄遣いに
なるだけでなく、薬の重複
使用等にも繋がり身体に
よくないのでやめましょう。

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

「
山
の
都
」ご
当
地
レ
シ
ピ
コ

ン
テ
ス
ト　
受
賞
レ
シ
ピ
決
定

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
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あとがき
　

残
暑
が
続
き
ま
し
た
が
、
朝
夕
は
涼
し
く
秋
ら
し

さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
誌
で
お

伝
え
し
て
い
る
と
お
り
、
町
制
施
行
50
周
年
記
念
式

典
が
い
よ
い
よ
開
催
さ
れ
ま
す
。
午
後
の
自
由
観
覧

で
は
演
奏
会
や
50
周
年
記
念
動
画
の
放
映
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

今
月
の
表
紙
は
義
清
神
社
に
咲
く
彼
岸
花
で
す
。

秋
の
訪
れ
と
と
も
に
咲
く
こ
の
花
は
、
燃
え
る
よ
う

な
赤
の
た
め
か
「
情
熱
」
の
花
言
葉
も
持
ち
ま
す
。

秋
は
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
・
読
書
・
食
欲
と
い
う
よ
う

に
、
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
の
季
節
で
す
。
皆
さ
ん
は

こ
の
秋
、
何
に
情
熱
を
注
ぎ
ま
す
か
。

いつでもニコニコな紗和ちゃん。
元気いっぱい大きくなーれ。
産まれてきてくれてありがとう。

令和 4 年 2 月 2 日生（女の子）
（父）和也さん（母）洋美さん（西条新田）

小林 紗
さ わ

和 ちゃん

発
行

／
山

梨
県

昭
和

町
役

場
　

　
編

集
／

企
画

財
政

課
〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

公
式

ツ
イ

ッ
タ

ー
　

https://tw
itter.com

/show
atow

n

元気 100% ！
優花の笑顔が大好きだよ！
いつもありがとう！

令和 2 年 7 月 30 日生（女の子）
（父）功志さん（母）千恵さん（西条新田）

笹原 優
ゆ う か

花 ちゃん

チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

　収穫の秋です。改めて、食を支
えてくれる人々への感謝の気持ち
を込めて「いただきます」「ごち
そうさま」を言ってみませんか？
　「いただきます」は、食事が食
卓に並ぶまでに関わった人々への
感謝の気持ちと、動植物の命や自
然の恵みを粗末にせずいただくと
いう気持ちを込めた言葉です。
「ごちそうさま」は“ご馳走様”
と書き表します。冷蔵庫もスー
パーもない昔は、家にない食べ物
を海や山に探しに出て準備しまし
た。忙しく走り回り大変な思いを
して食事を準備してくれたという
感謝を込めた言葉です。
　何気ないあいさつですが、意味
を知って使うと感謝の気持ちを忘
れず、こころの栄養にもなると
いった研究結果もあります。

食で育む感謝のこころ

牛肉としめじの簡単混ぜごはん

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆ 作り方
①	お米はややかために炊くようにします。
②	味つけのない大き目の炒り卵を作っておきます。
③	Ａを煮立たせたところに牛肉としめじを入
れ、火が通るまで煮詰めます。

④	炊きあがったごはんに②と③を汁ごと加え、
よく混ぜてからしばらく蒸し、米に汁気を含
ませたらできあがりです♪

★時短でおかずとご飯が一緒に食べられるお
すすめのレシピです♪

◆ 材料（４人分）
・米 ………… ２合
・牛肉切り落とし
  …… 150 ～ 200ｇ
・しめじ …… １房
・卵 ………… ２個

・しょうゆ … 大さじ２
・酒 ……… 大さじ２
・みりん … 大さじ１
・砂糖 …… 大さじ１

A

～ 今月は
 「西条新田区
  食生活改善推進員」
　からのレシピです ～
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